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令
和
７
年
９
月
５
日
、

台
風
15
号
が
日
本
列
島
を

横
断
、
各
地
に
大
雨
を
降

ら
せ
、
静
岡
県
で
は
牧
ノ

原
市
や
吉
田
町
を
中
心
に

竜
巻
が
発
生
し
た
。
そ
の

規
模
はJEF

３
（
日
本
版

改
良
藤
田
ス
ケ
ー
ル
３
）、

風
速
約
75
ｍ
/s
と
い
う
か

つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
大
き
さ
の
竜
巻
で
、
想

像
以
上
の
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
。

　

教
区
隊
も
い
ち
早
く
現

地
へ
赴
き
、
被
害
状
況
を

把
握
。

　

当
初
は
被
災
し
た
当
該

支
部
の
み
で
の
出
動
を
予

定
し
て
い
た
が
、
あ
ま
り

の
規
模
の
大
き
さ
に
、
と

て
も
支
部
隊
だ
け
で
は
対

応
は
難
し
い
と
の
判
断
で
、

教
区
隊
と
し
て
の
出
動
と

な
っ
た
。

　

救
援
活
動
は
、
現
地
の

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の

要
請
を
受
け
る
形
で
、
一

般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
対

応
が
難
し
い
案
件
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
折

し
も
３
年
前
、
同
じ
く
台

風
15
号
が
静
岡
市
で
大
き

な
被
害
を
出
た
時
の
出
動

の
実
績
を
買
わ
れ
、
今
回

は
先
方
よ
り
是
非
に
と
の

声
を
い
た
だ
い
た
形
と

な
っ
た
。

　

9
月
11
日
、
吉
田
分
教

会
で
鈴
木
道
輝
教
区
長
を

迎
え
結
隊
式
を
行
い
、
救

援
活
動
を
開
始
し
た
。

（
詳
細
は
次
号
に
掲
載
）

　
　
　
　

◇

　

今
回
の
活
動
拠
点
で
あ

る
吉
田
分
教
会
も
大
き
な

被
害
の
な
か
、
拠
点
を
お

受
け
下
さ
り
、
西
駿
支
部

婦
人
会
が
、
後
方
支
援
で

隊
員
の
昼
食
を
一
手
に
受

け
持
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
他
、
多
く
の
方
の
お

力
添
え
を
い
た
だ
い
た
か

ら
こ
そ
出
動
が
で
き
る
と

大
変
感
謝
致
し
て
お
り
ま

す
。

　

ま
ず
は
９
月
11
日
か
ら

10
日
間
の
予
定
で
の
活
動

と
な
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
支
援
の
手
は
必
要
と

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
ど
う
か
教
祖
百
四
十

年
祭
を
目
前
に
控
え
た
忙

し
い
時
だ
と
は
思
い
ま
す

が
、「
た
す
け
あ
い
」
の
心

に
火
を
つ
け
て
、
被
災
者

が
元
の
生
活
に
近
づ
く
お

手
伝
い
を
し
っ
か
り
と
寄

り
添
っ
て
つ
と
め
さ
せ
て

頂
き
ま
し
ょ
う
。
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

教
区
災
救
隊

　
　
　

隊
長　

小
塚
嗣
夫

９月５日　竜巻被害に際し

災害救援ひのきしん隊静岡教区隊
牧之原市及び吉田町へ出動
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8
月
31
日
、第
１
回
静

岡
教
区
福
祉
大
会
が
教
務

支
庁
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
布
教
部
社
会
福

祉
課
長
橋
本
武
長
先
生
を

お
招
き
し
、
教
区
内
で
同

じ
よ
う
ぼ
く

0

0

0

0

と
い
う
立
場

の
上
に
、
里
親
、
こ
ど
も

食
堂
、
保
護
司
、
民
生
児

童
委
員
、
教
誨
師
と
い
う

様
々
な
社
会
福
祉
活
動
に

携
わ
る
方
々
、
ま
た
興
味

を
持
た
れ
て
い
る
方
々
が

参
集
。
交
流
を
図
る
と
と

も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

発
表
を
通
し
て
お
互
い
の

お
た
す
け
心
の
高
揚
に
務

め
さ
せ
て
頂
い
た
。

　

始
め
に
、
太
田
文
慶
教

区
福
祉
部
長
よ
り
開
会
の

挨
拶
が
な
さ
れ
、
続
い
て

鈴
木
道
輝
教
区
長
、
次
に

橋
本
武
長
先
生
か
ら
祝
辞

と
労
い
の
言
葉
が
述
べ
ら

れ
、
よ
う
ぼ
く
の
社
会
福

祉
活
動
の
根
底
に
は
教
祖

の
世
界
一
列
た
す
け
た
い

御
心
が
あ
る
こ
と
や
、
教

内
に
お
い
て
も
深
い
歴
史

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
再

認
識
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

　

次
に
各
活
動
の
代

表
者
よ
り
普
段
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
発

表
し
た
。

　

里
親
か
ら
は
小
川

豊
明
氏
（
東
駿
支

部
・
御
門
台
分
教

会
長
）、こ
ど
も
食
堂

か
ら
は
鈴
木
顕け
ん
せ
い正
氏

（
西
遠
支
部
・
東
濵

名
分
教
会
長
）、民
生
児
童

委
員
か
ら
は
遠
藤
需じ
ゅ

氏

（
中
駿
西
支
部
・
井
川
分

教
会
長
）、保
護
司
か
ら
は

伊
東
ひ
ろ
子
氏
（
西
駿
支

部
・
久
呂
川
分

教
会
よ
う
ぼ
く
、

元
県
保
護
司
連

盟
副
会
長
）、教

誨
師
・
篤
志
面

接
委
員
と
し
て

鈴
木
顕
太
郎
氏

（
西
遠
支
部
・

東
濵
名
分
教
会

前
会
長
）
の
5

名
に
よ
り
活
動

紹
介
。
携
わ
る

上
で
の
喜
び
や
苦
労
を
お

話
し
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
後
、
教
務
支
庁
玄

関
前
に
て
来
賓
を
囲
ん
で

記
念
撮
影
。
昼
食
を
挟

ん
で
、
活
動
別
に
分
か
れ
、

熱
心
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。　

　

全
体
を
通
し
て
、既
に

活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
参

加
者
か
ら
は
、「
福
祉
に

携
る
お
道
の
方
の
活
動
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
」
ま

た
「
教
区
管
内
に
同
じ
里

親
と
し
て
つ
と
め
て
い
る

人
々
と
顔
を
合
わ
せ
る
機

会
を
い
た
だ
き
、
今
後
の

　　　　　　代表者による発表の様子

第
１
回
静
岡
教
区
福
祉
大
会
を
開
催

～
社
会
貢
献　

道
の
仲
間
の
集
い
～　

更
な
る
成
人
を
目
指
し
て

　鈴木道輝教区長

 太田文慶福祉部長

　　布教部社会福祉課長

　　　　　橋
はし

 本
もと

 武
たけ

 長
なが

 先 生 
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活
動
に
繋
が
っ
て
い
け
ば

良
い
な
と
思
っ
た
。
教
区

里
親
会
が
立
ち
上
が
る

と
い
い
」と
い
う
意
見
や
、

「
各
活
動
の
発
表
が
聞
け

て
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

皆
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
お

道
の
精
神
で
真
摯
に
つ
と

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
感

激
し
た
」、「
同
じ
立
場
に

あ
る
者
同
士
、
お
互
い
に

実
際
の
活
動
な
ど
の
姿
を

聞
く
事
が
出
来
大
変
励
み

に
な
っ
た
り
、
勇
ま
せ

て
頂
け
た
」と
い
う
感
想

が
寄
せ
ら
れ
た
。
他
に
も

「
い
ち
れ
つ
き
ょ
う
だ
い

と
い
う
思
い
で
、
地
域
の

方
々
と
交
流
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
」、「
お

道
の
方
が
、
様
々
な
活
躍

を
さ
れ
て
い
る
の
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
ど
も

食
堂
運
営
上
の
疑
問
な
ど

情
報
交
換
で
解
決
で
き
て

良
か
っ
た
」
な
ど
の
声
も

聞
か
れ
た
。

　

さ
ら
に
今
後
や
り
た
い

と
思
っ
て
興
味
を
持
っ

て
い
る
参
加
者
か
ら
は
、

「
里
親
、
こ
ど
も
食
堂
、

保
護
司
を
自
分
の
身
近
で

や
っ
て
い
る
人
が
い
る

の
で
、
自
分
も
や
っ
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
る

が
、
き
っ
か
け
や
運
営
の

話
を
聞
く
事
が
今
ま
で
な

か
っ
た
の
で
、
良
い
機
会

に
な
っ
た
。
教
内
で
、
共

有
し
合
え
る
場
所
が
あ
っ

て
素
敵
だ
な
と
感
じ
た
」

や
、「
私
も
い
つ
か
こ
ど
も

食
堂
を
や
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
今
回

の
福
祉
大
会
に
参
加
さ
せ

て
頂
い
て
本
当
に
有
難

か
っ
た
」
な
ど
と
希
望
を

持
た
れ
る
声
も
聞
か
せ
て

頂
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

最
後
に
閉
会
式
で
は
、

鈴
木
顕
太
郎
三
連
盟
委
員

長
よ
り
、
ま
と
め
の
言
葉

と
し
て
総
括
が
な
さ
れ
、

今
後
の
社
会
福
祉
活
動
の

上
で
尊
い
一
日
と
な
っ
た
。

　

（
文
責　

太
田
文
慶
）

　　　　　　分科会（民生児童委員）の様子

　　　　　　　　分科会（保護司）の様子 　　　　　分科会（こども食堂）の様子

　　　　　　　分科会（里親）の様子

　　遠藤　需氏

　  伊東ひろ子氏

　　鈴木顕正氏

　　小川豊明氏

　  鈴木顕太郎氏

各
活
動
発
表

普
段
の
取
り
組
み

　
　
　
　

代
表
者
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　参加御供　　300円（中学生以下は不要です）

　プログラム 1. 開会挨拶 4. 教会本部からのビデオメッセージ

2. おつとめ 5. 会場ごとのプログラム

3. 諭達拝読 6. 閉会挨拶

　※諭達をご持参ください

９
（西駿支部会場）

駐車場 託児の

有無 有無

11月 1日 9:30 ～ 11:30 伊東分教会 有 有
11月 2日 9:30 ～ 11:30 下田分教会 有 有
11月 2日 9:30 ～ 11:30 西浦分教会 有 有

11月 2日 9:30 ～ 11:30 君澤分教会 有 有
駿豆 11月 1日 10:00 ～ 11:45 嶽東大教会 講演　天理大学柔道部監督　穴井隆将氏 有 有
富士 11月 2日 9:30 ～ 11:30 冨士原分教会 さぁ‼ おたすけ 有 有

東駿 11月 2日 9:30 ～ 11:30 興津分教会
「おつとめを勤めよう」
　　～おつとめの意義を理解し
　　　　　　　おつとめを勤めよう～

有 有

中駿東 11月 1日 9:30 ～ 11:30 静岡大教会
講話　澤田芳江先生（愛静大教会長）
婦人会バザー

有 有

9:30 ～ 11:30 安倍分教会 有 無
9:30 ～ 11:30 井川分教会 無 無
14:00 ～ 16:00 駿府分教会 無 有

11月 9日 9:30 ～ 11:15 白羽大教会 有 有
11月 9日 13:30 ～ 15:15 益津大教会 有 有

中遠 11月 2日 10:00 ～ 12:00 山名大教会
講演　諸井道隆先生
（本部准員・道友社長・山名大教会長） 有 ※無

西遠 11月 2日 13:00 ～ 15:30 東濵名分教会
テーマ:「あなたにできる小さなマゴコロ」
講話:旭和世先生（御空分教会長夫人）
懇親会:ふれあいタイム

有 有

北遠 11月 2日 9:30 ～ 11:30 麁玉分教会
「扉ひらいて」のDVD上映
　閉会後、婦人会の手作り品を配布。

有 無

　※山名会場は託児はございませんが、別室にて親子での視聴が可能です。

第５回ようぼく一斉活動日　　静岡教区管内支部会場一覧

　　　　詳細は「教区・支部情報ねっと」の各支部のページでご確認ください。
　　　　駐車場のない会場にはなるべく公共交通機関をご利用ください。

感話とDVD視聴（教話）中駿西

よろづよ八首　お手直し

開催日支部名

西駿 講師によるお話とグループトーク（懇談タイム）

会場 会場ごとのプログラム

東伊豆

伊豆

開催時間

実動
にをいがけ、神名流し、路傍講演

11月 2日


